

年
振
り
に
会
費
を
改
定

日
ジ
ャ
通
常
総
会
開
く

牛
群
改
良
情
報「
Ｇ
ｅ
ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
」等
活
用
し
て

長
命
連
産
で
生
涯
生
産
能
力
向
上
を

（
一
社
）日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会
　
会
長
　
前
田
　
勉

日
本
ホ
ル
協
第

回
総
会

会
員
、血
統
、審
査
、軒
並
み
減
少

酪
農
家
の
離
農
、登
録
に
大
き
く
影
響

都
府
県
血
統
登
録
申
込


年
ぶ
り
４
万
頭
切
る

Ｓ
Ｎ
Ｐ
実
施
農
家
に

「
Ｇ
ｅ
ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
」提
供

登
録
事
業
は
赤
字
決
算

６
年
度
さ
ら
に
厳
し
く

第

回
全
共
に
向
け

万
全
の
準
備
進
め
る

日
ホ
協
役
員
改
選

前
田
会
長
を
再
選
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高村会長

松島副会長 半澤理事 柴野理事 神尾理事

堀部理事 徳丸理事 山口監事 牧原監事

　
一
般
社
団
法
人
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会
は
６
月

日
、
東
京
都
内
で
第


回
通
常
総
会
を
開
催
し
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
令
和
６
年
度
会
費

徴
収
方
法
等
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
は
、
新
任
７
名
を
含
む

名
の
役
員
選
任
が
承
認
さ
れ
、
総
会
後
の
第
３
２
４

回
理
事
会
で
前
田
勉
会
長
、
山
口
哲
朗
副
会
長
、
栗
田
純
専
務
理
事
が
再
選
、
松
島

喜
一
理
事
が
新
た
に
副
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。

前田会長

　
日
本
ジ
ャ
ー
ジ
ー
登
録
協

会
（
高
村
祝
次
会
長
）
は
５

月

日
、
東
京
都
内
で
第


回
通
常
総
会
を
開
催
し
、
令

和
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に

同
収
支
決
算
報
告
、
令
和
６

年
度
事
業
計
画
案
並
び
に
同

収
支
予
算
案
に
つ
い
て
協
議

し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
承

認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
総
会
前
に
開
催
し

た
第

回
理
事
会
で
は
、
第


回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
の
都
道
府
県
出
品
割

当
頭
数
の
決
定
と
、
共
進
会

規
則
並
び
に
行
事
日
程
の
一

部
変
更
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た
。

　
協
議
事
項
で
は
、
会
費
の

改
定
が
提
案
さ
れ
、
従
来
か

ら
の
終
身
会
員
制
を
廃
止
す

る
と
と
も
に
、
１
年
会
員
を

正
会
員
に
改
め
、
来
年
度
か

ら
会
費
を
１
０
０
０
円
引
き

上
げ
て
年
額
２
５
０
０
円
に

改
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
た
。
会
費
の
改
定
は

実
に

年
ぶ
り
と
な
る
。
具

体
的
に
は
、
令
和
７
年
度
の

通
常
総
会
で
承
認
を
得
た
後

に
、
７
年
度
会
費
を
徴
収
す

る
こ
と
に
な
る
。

　
ジ
ャ
ー
ジ
ー
視
察
交
流
会

に
つ
い
て
は
、
本
年
９
月
に

開
催
さ
れ
る
北
海
道
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ

の
際
に
、
北
海
道
並
び
に
都

府
県
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
乳
製
品

の
販
売
と
登
録
普
及
推
進
を

行
う
。
こ
の
ほ
か
自
動
登
録

の
実
施
取
扱
細
則
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
も
原
案
ど
お
り

す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
全
国
の
ジ
ャ
ー
ジ

ー
酪
農
団
体
等
で
組
織
す
る

全
国
ジ
ャ
ー
ジ
ー
酪
農
振
興

協
議
会
（
長
恒
充
委
員
長
）

も
同
日
、
第

回
委
員
会
と

第

回
総
会
を
開
催
し
、
す

べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
た
。

　
令
和
５
年
度
事
業
報
告
で

は
、
昨
年
は
６
月
に
通
常
総

会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
理
事

会
を
４
回
開
催
し
、
第

回

全
共
関
係
、
イ
ン
ボ
イ
ス
導

入
、
世
界
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
フ

リ
ー
ジ
ア
ン
会
議
、
能
登
半

島
地
震
災
害
義
援
金
、
令
和

６
年
度
事
業
計
画
・
同
収
支

予
算
等
を
協
議
決
定
し
た
。

５
月
に
は
任
期
満
了
に
伴
う

社
員
選
挙
を
実
施
し
、
全
国


区
で
社
員
各
１
名
が
当
選

し
た
。
ま
た
、
本
年
２
月
に

は
東
西
２
地
区
で
社
員
会
議

を
開
催
し
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
情

報
利
活
用
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
ｅ

ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
・
ジ
ー
ニ
ア
ス
）

等
の
講
演
を
行
っ
た
。

　
５
年
度
の
会
員
申
込
数
は

全
国
で
９
０
０
４
名
に
な

り
、
前
年
同
期
に
比
べ
て
７

２
０
名
減
少
し
た
。
血
統
登

録
申
込
は

万
２
８
１
６
頭

で
前
年
度
よ
り
１
万
４
１
０

０
頭
減
少
し
た
。
特
に
、
都

府
県
の
血
統
登
録
申
込
頭
数

は
平
成

年
以
来
実
に

年

ぶ
り
に
４
万
頭
を
切
っ
た
こ

と
が
憂
慮
さ
れ
る
。
こ
れ
は

円
安
や
流
通
コ
ス
ト
高
騰
に

よ
る
飼
料
価
格
の
高
止
ま

り
、
牛
乳
消
費
停
滞
に
よ
る

生
乳
生
産
抑
制
等
に
よ
っ
て

酪
農
経
営
が
ひ
っ
迫
し
、
さ

ら
に
は
離
農
す
る
農
家
が
増

え
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
。

　
体
型
審
査
頭
数
は
全
国
で

１
万
７
８
９
９
頭
で
前
年
度

よ
り
約
３
０
０
０
頭
減
少

し
、
特
に
北
海
道
で
は
計
画

の

％
に
留
ま
っ
た
。
遺
伝

子
型
証
明
は
血
統
登
録
頭
数

の
減
少
に
伴
っ
て
親
子
判
定

や
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
件
数
も
前
年

度
よ
り

％
前
後
減
少
し
て

い
る
。
な
お
、
本
年
１
月
か

ら
β
カ
ゼ
イ
ン
Ａ
２
型
遺
伝

子
型
調
査
を
開
始
し
た
。

　
情
報
提
供
で
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
検

索
で
き
る
近
交
回
避
情
報
や

検
定
成
績
証
明
の
自
動
継
続

農
家
向
け
の
登
録
情
報
活
用

シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
・
ラ

イ
ア
ス
）
等
の
還
元
に
努
め

た
。
ま
た
、
昨
年
８
月
か
ら

Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
申
込
者
に
対
し

て
、
飼
養
し
て
い
る
雌
牛
の

直
近
の
遺
伝
評
価
成
績
と
近

交
状
況
、
未
経
産
牛
の
牛
群

内
順
位
を
グ
ラ
フ
等
に
よ
っ

て
見
や
す
く
表
示
し
た
「
Ｇ

ｅ
ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
」
を
Ｗ
ｅ
ｂ
上

で
提
供
開
始
し
た
。
調
査
研

究
で
は
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
畜
産
振
興

事
業
に
お
い
て
、
疾
病
形
質

デ
ー
タ
の
継
続
的
な
収
集
と

遺
伝
分
析
、
ハ
プ
ロ
タ
イ
プ

に
よ
る
遺
伝
性
疾
患
等
の
保

因
状
況
の
識
別
、
さ
ら
に
疾

病
形
質
を
考
慮
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｐ

等
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
後
代
検
定
娘

牛
の
体
型
調
査
、
搾
乳
ロ
ボ

ッ
ト
適
合
性
指
数
開
発
の
た

め
の
体
型
デ
ー
タ
収
集
、
Ｓ

Ｎ
Ｐ
デ
ー
タ
に
よ
る
血
縁
矛

盾
調
査
、
遺
伝
能
力
評
価
用

の
体
型
及
び
泌
乳
記
録
の
血

縁
構
築
作
業
を
行
っ
た
。

　

月
に
は
フ
ラ
ン
ス
で
開

催
さ
れ
た
世
界
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
フ
リ
ー
ジ
ア
ン
会
議
に
前

田
会
長
ほ
か
日
本
ホ
ル
協
、

北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
農

協
、
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海

道
等
か
ら
８
名
が
出
席
し
、

併
せ
て
フ
ラ
ン
ス
国
内
最
大

の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ
や

酪
農
家
を
視
察
し
た
。

　
研
修
会
関
係
で
は
、
都
府

県
５
地
区
で
登
録
委
員
研
修

会
と
登
録
事
務
担
当
者
会
議

を
開
催
し
た
ほ
か
、
県
単
の

共
進
会
審
査
や
登
録
・
審
査

講
習
会
に
講
師
を
派
遣
し
、

登
録
推
進
や
牛
の
見
方
の
実

習
を
行
っ
た
。

　
左
表
の
令
和
５
年
度
正
味

財
産
増
減
計
算
書
内
訳
で

は
、
登
録
事
業
か
ら
な
る
実

施
事
業
会
計
の
経
常
収
益
合

計
は

億
５
０
７
万
円
で
、

経
常
費
用
合
計
を
差
し
引
い

た
当
期
経
常
増
減
額
は
８
７

４
４
万
円
の
大
き
な
赤
字
決

算
に
な
っ
た
が
、
そ
の
他
会

計
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
会
館
賃

貸
事
業
）
と
法
人
会
計
（
管

理
部
門
）
を
合
わ
せ
た
当
期

一
般
正
味
財
産
増
減
額
の
総

合
計
で
は
何
と
か
２
４
３
万

円
の
赤
字
決
算
に
収
め
た
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
収
支

予
算
書
内
訳
で
は
、
実
施
事

業
会
計
の
当
期
一
般
正
味
財

産
増
減
額
は
１
億
３
４
９
万

円
の
赤
字
と
な
り
、
こ
れ
ら

の
赤
字
を
そ
の
他
会
計
で
補

填
し
て
も
、
な
お
２
６
０
０

万
円
余
の
赤
字
が
見
込
ま
れ

る
等
、
引
き
続
き
厳
し
い
財

務
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。

　
令
和
６
年
度
も
引
き
続

き
、
安
価
で
申
込
書
不
要
の

「
自
動
登
録
」
の
普
及
拡
大

と
登
録
の
精
度
向
上
に
努
め

る
ほ
か
、
牛
群
審
査
や
検
定

成
績
証
明
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
の

普
及
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

　
６
年
度
の
血
統
登
録
計
画

頭
数
は
全
国
で

万
７
０
１

５
頭
、
移
動
証
明
３
３
０
０

件
、
審
査
成
績
証
明
１
万
８

９
１
０
頭
、
検
定
成
績
証
明

６
万
９
０
１
０
件
で
、
そ
れ

ぞ
れ
前
年
度
計
画
頭
数
を
下

回
る
見
込
み
だ
。

　
調
査
研
究
で
は
、
前
年
度

事
業
を
継
続
し
て
、
疾
病
デ

ー
タ
の
収
集
と
遺
伝
分
析
、

ハ
プ
ロ
タ
イ
プ
情
報
の
公
表

に
向
け
た
研
究
を
開
始
し

た
。
本
年
８
月
に
は
、
乳
牛

改
良
関
係
の
５
団
体
で
構
成

す
る
乳
用
牛
改
良
推
進
協
議

会
か
ら
、
疾
病
繁
殖
性
を
考

慮
し
た
新
し
い
「
Ｎ
Ｔ
Ｐ
２

０
２
４
」
を
公
表
予
定
だ
。

　
第

回
全
共
に
つ
い
て

は
、
令
和
７
年

月
に
北
海

道
安
平
町
の
北
海
道
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
場
で
の
開
催

に
向
け
て
、
既
に
都
道
府
県

別
出
品
割
当
頭
数
を
決
定
し

た
ほ
か
、
衛
生
対
策
ほ
か
各

種
要
領
の
施
行
、
協
賛
・
酪

農
資
材
器
具
展
出
展
・
広
告

掲
載
の
協
力
依
頼
を
開
始
す

る
等
、
開
催
地
北
海
道
並
び

に
各
都
府
県
関
係
機
関
の
協

力
の
下
、
万
全
の
準
備
を
進

め
て
い
く
。

　
今
回
の
総
会
で
は
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た

第
３
２
４
回
理
事
会
で
前
田

会
長
、
山
口
副
会
長
、
栗
田

専
務
理
事
が
再
選
、
新
た
に

松
島
理
事
が
副
会
長
に
選
ば

れ
た
。
選
任
さ
れ
た
役
員
は

次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）
。

◇
会
長

　
前
田
　
勉（
長
野
県
・
再
）

◇
副
会
長

　
山
口
哲
朗（
北
海
道
・
再
）

　
松
島
喜
一（
熊
本
県
・
新
）

◇
専
務
理
事

　
栗
田
　
純
（
学
識
経
験
者

・
再
）

◇
理
事

　
松
原
秀
雄（
北
海
道
・
再
）

　
中
六
角
保
広
（
岩
手
県
・

再
）

　
半
澤
善
幸（
宮
城
県
・
新
）

　
臼
井
　
勉（
栃
木
県
・
再
）

　
遠
坂
和
仁（
群
馬
県
・
再
）

　
柴
野
立
太（
石
川
県
・
新
）

　
神
尾
　
至（
静
岡
県
・
新
）

　
堀
部
浩
二（
兵
庫
県
・
新
）

　
徳
丸
洋
一（
鳥
取
県
・
新
）

　
長
恒
泰
治（
岡
山
県
・
再
）

　
三
瀬
寿
登（
愛
媛
県
・
再
）

　
中
島
　
清（
福
岡
県
・
再
）

◇
監
事

　
山
口
長
一（
山
形
県
・
新
）

　

橋
秀
行（
千
葉
県
・
再
）

　
牧
原
浩
一
（
鹿
児
島
県
・

新
）

　
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録

協
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録

事
業
の
推
進
に
対
し
て
多
大

の
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
当
協
会
で
は
、
６
月

日

に
全
国
か
ら
多
く
の
社
員
並

び
に
来
賓
を
迎
え
て
、
第


回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
期
は
役
員
改
選
が
あ

り
、
総
会
後
の
理
事
会
で
引

き
続
き
会
長
の
職
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。新
し
い
役
員
一
同
、

乳
牛
登
録
事
業
を
通
じ
て
会

員
酪
農
家
皆
様
の
経
営
向
上

の
た
め
に
一
層
努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
わ
が
国
の
酪
農
は
一
昨
年

か
ら
の
歴
史
的
な
円
安
等
に

よ
っ
て
、
配
合
飼
料
や
燃
油

を
は
じ
め
酪
農
生
産
資
材
の

価
格
高
騰
、
さ
ら
に
は
牛
乳

消
費
の
停
滞
に
よ
る
生
乳
の

減
産
や
子
牛
価
格
の
下
落
等

に
よ
っ
て
、
全
国
の
酪
農
家

は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
経
営
の
ひ
っ
迫
と
、

つ
い
に
は
離
農
す
る
酪
農
家

も
増
え
続
け
て
い
る
状
況
で

す
。

　
こ
の
厳
し
い
酪
農
環
境
の

中
で
、
私
た
ち
登
録
協
会
は

乳
牛
改
良
を
通
じ
て
、
会
員

酪
農
家
の
経
営
の
安
定
に
必

要
な「
健
康
で
長
命
連
産
し
、

よ
り
高
い
生
涯
生
産
能
力
を

発
揮
で
き
る
よ
う
な
優
良
な

牛
群
づ
く
り
」
を
実
践
す
る

た
め
、
血
統
登
録
や
牛
群
審

査
、
牛
群
検
定
の
継
続
的
な

実
施
と
、
近
年
の
ゲ
ノ
ミ
ッ

ク
評
価
に
必
要
な
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検

査
の
普
及
を
図
り
、
こ
れ
ら

か
ら
得
ら
れ
る
有
益
な
改
良

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
責

務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
安
価
で
申
込
書
不
要

の
「
自
動
登
録
」
の
普
及
定

着
と
併
せ
て
、
検
定
成
績
証

明
の
自
動
継
続
農
家
向
け
に

「
登
録
情
報
活
用
シ
ス
テ
ム

（
Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
）」
の
提
供
、

Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
農
家
に
対
す
る

「
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
情
報
利
活
用

シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
ｅ
ｎ
Ｉ
Ｕ

Ｓ
）」
や
雌
牛
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク

評
価
速
報
値
の
提
供
等
、
情

報
還
元
の
一
層
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
か
ら
の
Ｊ
Ｒ
Ａ
畜
産

振
興
事
業
で
は
、
農
業
共
済

組
合
か
ら
の
疾
病
牛
デ
ー
タ

の
提
供
を
受
け
て
、
疾
病
形

質
の
遺
伝
分
析
と
耐
病
性
指

数
の
開
発
、
さ
ら
に
は
遺
伝

性
疾
患
等
に
関
す
る
ハ
プ
ロ

タ
イ
プ
情
報
の
公
表
に
向
け

た
研
究
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
乳
牛
改
良
関

係
５
団
体
で
構
成
す
る
「
乳

用
牛
改
良
推
進
協
議
会
」
に

参
画
し
て
、
本
年
８
月
に
は

疾
病
繁
殖
性
の
改
善
等
を
盛

り
込
ん
だ
新
た
な
総
合
指
数

（
Ｎ
Ｔ
Ｐ
２
０
２
４
）
の
公

表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
来
年

月
に
は


年
ぶ
り
と
な
る
第

回
全

日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

を
北
海
道
安
平
町
で
開
催
し

ま
す
が
、
そ
の
成
功
に
向
け

て
万
端
の
準
備
を
進
め
て
い

く
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
方

か
ら
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


